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十
人
化
財
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

石
神
井
城
跡
の
発
掘
調
査
参
加

二
月
に
石
神
井
公
園
内
に
あ
る
石
神
井
城

跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。
城
が
築
か
れ
た

時
期
や
構
造
解
明
を
目
的
と
す
る
学
術
発
掘
調

査
で
、
調
査
は
区
民
の
皆
さ
ん
の
手
で
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
大
切
な

遺
跡
を
明
ら
か
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

な
お
、
二
月
二
日
（
土
）
に
は
、
東
京

文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
参
加
事
業
「
石
神
井
城

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
0
」
を
開
催
し
、
発
掘
成

果
の
公
開
や
展
示
・
解
説
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

☆
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

▼
発
掘
調
査
実
施
期
間
　
二
月
二
日
（
木
）

～
二
月
一
〇
日
（
金
）
　
四
日
（
土
）
を

除
く
毎
日
一
〇
時
三
〇
分
～
一
五
時
ま
で

▼
調
査
場
所
　
石
神
井
公
園
内
石
神
井
城
跡

（
三
宝
寺
池
南
側
の
台
地
）

▼
参
加
資
格
　
次
の
条
件
を
全
部
満
た
す
方

①
小
学
校
五
年
生
以
上
で
、
発
掘
作
業
を
行

う
体
力
が
あ
る
方

②
発
掘
期
間
中
に
2
日
以
上
参
加
出
来
る
方

⑨
二
回
の
発
掘
講
習
会
に
参
加
出
来
る
方

（
過
去
二
回
の
講
義
を
受
講
し
た
方
は
今
回

受
講
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
発
掘
講
習
会
〔
区
役
所
会
議
室
で
開
催
〕

第
一
回
一
〇
月
三
日
（
火
）
参
加
説
明
と

「
石
神
井
城
と
豊
島
氏
の
歴
史
」

第
二
回
一
〇
月
一
七
日
（
火
）
　
「
発
掘
調

査
の
方
法
」

昼
コ
ー
ス
（
午
後
二
時
～
三
時
三
〇
分
）

夜
コ
ー
ス
（
午
後
六
時
～
七
時
三
〇
分
）

▼
申
込
み
　
九
月
一
日
号
ね
り
ま
区
報
を
ご
覧

に
な
り
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い

▼
聞
合
せ
　
　
区
役
所
内
文
化
財
係
へ

練
馬
区
伝
統
工
芸
展

今
年
の
練
馬
区
伝
統
工
芸
展
は
、
一
一
月
二

日
（
木
）
か
ら
四
日
（
土
）
ま
で
、
区
役
所
ア

ト
リ
ウ
ム
地
下
多
目
的
会
議
室
な
ど
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
区
内
伝
統
工
芸
の
力
作
を
展
示
す
る

は
か
、
制
作
の
実
演
、
体
験
や
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
▼
と
き
一
一
月
二
日
（
木
）
～
四
日
（
土
）

午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、

四
日
は
午
後
四
時
ま
で

▼
詳
細
一
〇
月
二
一
日
号
ね
り
ま
区
報
を
ご

覧
下
さ
い

▼
主
催
　
練
馬
区
伝
統
工
芸
会
・
練
馬
区
・
練

馬
区
教
育
委
員
会

▼
問
合
せ
　
区
役
所
内
商
工
係
へ

郷
土
資
料
室
夏
休
み
コ
ー
ナ
ー

「
自
然
と
歴
史
の
宝
庫
！

石
神
井
公
園
」

開
催
中

石
神
井
公
園
周
辺
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
歴
史
や
伝
承
に
も
満
ち
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
夏
休
み
に
郷
土
資
料
室
で
は
、
蝶
の
標
本

や
石
神
井
公
園
の
戦
前
の
絵
ハ
ガ
キ
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
発
見
や
夏
休
み
の
課

題
研
究
の
手
が
か
り
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
是
非
郷
土
資
料
室
へ
お

越
し
下
さ
い
。

▼
場
所
　
練
馬
区
郷
土
資
料
室

（
石
神
井
台
一
－
〓
八
1
三
一
・
石
神

井
図
書
館
地
階
）

軍
二
九
九
六
－
〇
五
六
三

▼
と
き
　
九
月
三
日
（
日
）
ま
で

午
前
九
時
～
午
後
五
時

※
月
曜
日
・
八
月
二
五
日
は
休
鋸
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文
化
財
保
護
法
五
〇
年
記
念
事
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ね
り
ま
郷
土
史
研
究
の
あ
ゆ
み
と
展
望
」
の
記
録

文
化
庁
の
後
援
を
得
て
、
講
演
会
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
構
成
す
る
文
化
財
講
座
『
ね
り
ま
郷

土
史
研
究
五
〇
年
の
あ
ゆ
み
と
展
望
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
演
会
「
郷
土
史
を
楽
し
む
」
　
（
中
村
理
行

講
師
）
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ね
り
ま

の
郷
土
史
研
究
三
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
区
民

主
体
の
郷
土
史
研
究
の
足
跡
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
今
後
の
研
究
に
つ
い
て
も
活
発
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
一
〇
四
名
の
聴
講
者
は

パ
ネ
ラ
ー
（
発
言
者
）
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
入
口
に
は
郷
土
史
研
究
関
連
図

書
な
ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
鈴
木
曹
元

文
化
財
保
護
推
進
員
が
解
説
を
し
ま
し
た
。

こ
の
頁
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
　
「
ね
り
ま
郷
土
史
研
究
の
あ
ゆ
み

と
展
望
L

▼
日
　
時
　
七
月
三
〇
日
（
日
）
午
後
三
時
一

〇
分
か
ら
四
時
三
〇
分
ま
で

▼
会
　
場
　
練
馬
区
役
所
　
多
目
的
会
議
室

▼
パ
ネ
ラ
ー
（
発
言
順
・
敬
称
略
）

練
馬
郷
土
史
研
究
会
　
井
　
口
　
敏

〃
　
　
　
　
伊

練
馬
古
文
書
研
究
会
　
永

内　田　藤

遠　　軽
武
子

練
馬
区
地
名
研
究
会
　
下
　
島
　
邦
　
夫

〃
　
　
　
　
　
長
　
坂
　
淳
　
子

（
司
会
）
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
学
芸
員

＜
発
言
要
旨
　
文
責
／
文
化
財
係
＞

司
会
　
文
化
財
保
護
法
五
〇
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
、
郷
土
史
の
研
究
者
が
さ
ら

に
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
う
一
人
で
す

が
、
今
日
は
バ
ネ
ラ
1
の
皆
さ
ん
に
、

研
究
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
、
研

究
会
活
動
の
こ
れ
ま
で
の
流
れ
、
今
何

を
行
い
、
今
後
ど
の
様
な
活
動
を
進
め

て
い
く
か
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

井
口
　
人
間
五
〇
歳
を
過
ぎ
る
と
自
分
の
先
祖

に
つ
い
て
調
べ
た
い
と
思
う
よ
う
で
す
。

私
は
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
歴
史
に
興
味

を
持
ち
、
郷
土
史
研
究
会
に
入
り
ま
し

た
。
会
で
は
、
月
例
会
の
外
に
年
四
回
の
バ

ス
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
観
光
旅

行
と
違
っ
て
、
立
ち
寄
る
所
が
多
く
楽

し
み
も
多
く
な
り
ま
す
。
車
中
な
ど
で

十
分
に
勉
強
も
す
る
の
で
退
屈
し
ま
せ

ん
。
目
的
を
持
っ
て
仲
間
と
旅
行
す
る

の
は
大
変
楽
し
く
思
い
出
に
残
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
是

非
ご
参
加
下
さ
い
。

伊
藤
　
私
は
昭
和
三
一
年
八
月
に
練
馬
区
に
移

っ
て
釆
ま
し
た
。
郷
土
史
研
究
会
が
発

足
し
た
ば
か
り
の
時
で
、
私
は
出
版
社

で
本
の
出
版
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
関
係
で
区
役
所
に
民
話
の
話
を
聞

き
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
平
野
実
先
生
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ね
り
ま
に
は
伝
説
は
あ
っ
て
も
民
話
は

無
い
も
同
然
で
、
他
区
も
同
じ
状
況
で

し
た
。
こ
の
た
め
当
時
担
当
し
て
い
た

「
東
京
の
民
話
」
と
い
う
本
の
出
版
は

断
念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

当
時
、
私
に
は
小
学
校
二
年
の
長
男
が

い
ま
し
て
、
歴
史
に
大
変
興
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
郷
土
史
研
究
会
に
入
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
従
っ
て
息
子
の
会

員
歴
は
四
五
年
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
豊
島
氏
の
研
究
を
最
初
に
始
め

ら
れ
た
平
野
先
生
に
い
ろ
い
ろ
教
え
を

請
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
仕
事
の
関

係
で
そ
れ
が
成
ら
ず
、
息
子
に
一
〇
年

遅
れ
て
入
会
し
た
次
第
で
す
。

永
田
　
私
の
先
祖
は
岐
阜
で
庄
屋
を
や
っ
て
お

り
ま
し
た
。
家
に
は
古
文
書
が
あ
り
、

父
に
病
の
床
か
ら
古
文
書
の
内
容
を
聞

か
れ
た
時
、
私
は
全
く
そ
れ
を
読
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に
勉
強
を
始
め
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
新
聞
に

練
馬
古
文
書
研
究
会
の
こ
と
が
掲
載
さ

れ
て
い
て
、
早
速
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

現
在
は
情
報
技
術
が
進
歩
し
て
き
て
い

る
の
で
、
今
後
の
郷
土
史
研
究
に
ど
の

よ
う
な
展
望
が
見
ら
れ
る
か
三
点
は
ど

考
え
て
み
ま
し
た
。

第
一
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
で
す
。

今
、
古
文
書
や
絵
図
な
ど
の
情
報
は
簡

単
に
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
込
む
こ
と
が
出

来
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
郷
土
史
の
全

体
像
を
よ
り
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が

出
来
、
又
、
史
実
の
解
明
に
も
繋
が
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
二
は
、
村
レ
ベ
ル
の
歴
史
の
研
究
で

す
。
現
在
、
区
史
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
町
や
村
の
歴
史
に
つ
い
て
の
、
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例
え
ば
南
田
中
地
域
の
歴
史
を
書
い
た

本
が
出
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
は
、
教
育
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

郷
土
の
歴
史
に
も
っ
と
親
し
め
る
よ
う
、

シ
ニ
ア
の
方
々
が
働
き
か
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
郷
土
愛
と
い
う
の
は
、
そ

の
辺
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

堀
内
　
私
は
自
分
が
住
む
地
域
に
は
あ
ま
り
関

心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、

現
代
人
が
た
っ
た
百
年
位
前
の
文
字
を

読
め
な
い
の
は
情
け
な
い
な
と
い
う
思

い
が
あ
っ
て
、
古
い
文
字
の
勉
強
の
た

め
に
入
会
し
ま
し
た
。

会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
、
練

馬
区
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
知
り
た
く
な

り
ま
し
た
。

古
文
書
研
究
会
で
は
、
月
一
回
の
例
会

の
外
に
研
修
見
学
旅
行
が
あ
っ
て
、
本

物
の
古
文
書
を
見
に
行
き
ま
す
。

会
で
、
こ
れ
ま
で
に
解
読
し
た
文
書
は

「
内
田
家
文
書
」
な
ど
多
数
あ
り
ま
す
。

会
員
は
三
〇
名
程
で
す
が
、
今
も
募
集

中
で
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

下
さ
い
。

下
島
　
私
は
、
出
版
業
界
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

退
職
し
た
後
、
地
名
研
究
会
に
入
り
ま

し
た
。

練
馬
区
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
後
移

り
住
ん
だ
方
で
、
地
元
の
こ
と
に
つ
い

て
意
外
と
知
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
地
名
研
究
を
通
し
て
何
か

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
去
年
か
ら
談
話
会
を
始
め
ま

し
た
。
今
年
か
ら
は
、
地
区
ご
と
、
あ

る
い
は
地
形
別
に
、
グ
ル
ー
プ
別
、
分

科
会
方
式
で
の
研
究
活
動
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
坂
　
私
は
練
馬
区
が
ま
だ
板
橋
区
だ
っ
た
頃

に
生
ま
れ
、
戦
争
中
は
疎
開
し
て
い
ま

し
た
。
疎
開
先
に
は
土
蔵
が
あ
り
古
文

書
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
会
に
入

っ
た
の
も
そ
ん
な
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
地
名
研
究
会
は
昭
和
六
二
年
七

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
年
四
回

の
例
会
と
実
地
探
訪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

区
内
や
周
辺
区
市
の
小
字
名
を
研
究
し
、

ま
た
古
地
図
を
基
に
地
形
と
地
名
の
関

係
な
ど
も
学
ん
で
い
ま
す
。
会
で
刊
行

し
た
本
は
三
冊
で
、
『
練
馬
区
地
名
目

録
』
を
昨
年
刊
行
し
一
区
切
り
が
つ
い

た
の
で
、
今
後
は
方
向
を
変
え
て
学
習

し
て
い
こ
う
と
模
索
中
で
す
。

聴
講
者
の
方
か
ら
、
川
研
究
団
体
の
連
絡
会
が
必
要
⑦
次

世
代
の
研
究
者
育
成
の
取
組
を
考
え
る
必
要
畑
研
究
発
表
の

機
会
が
あ
れ
ば
㈹
郷
土
資
料
館
の
早
期
建
設
、
な
ど
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

武
内
満
孝
男
象
史
書
が
音
乾
さ
れ
ま
、
し
釆

平
成
一
二
年
三
月
、
早
宮
二
丁
目
の
武
内
満

多
男
氏
よ
り
古
文
書
類
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
か
ら
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
ま
で
の
も
の
で
、
年
貢
、
納
税
、

大
工
関
係
が
主
で
す
。
江
戸
時
代
七
六
点
、
明

治
期
二
五
〇
点
、
大
正
期
三
点
、
昭
和
期
二
二

点
、
時
期
不
詳
三
九
点
の
総
数
三
九
〇
点
で
す
。

武
内
満
多
男
家
は
江
戸
時
代
か
ら
下
練
馬
村

早
渕
に
住
ま
わ
れ
、
代
々
、
浅
右
衛
門
、
儀
右

衛
門
を
襲
名
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
今
も
建

築
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
「
ね
り
ま
で
は
、

一
番
古
く
か
ら
の
大
工
で
す
」
と
ご
当
主
は
言

わ
れ
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
古
文
書
の
中
に
、
富
士
講
の
儀

礼
の
や
り
方
等
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
文
中
に
「
寺
社
御
奉
行
様
」
と
あ
り
、

江
戸
幕
府
の
富
士
講
取
り
締
ま
り
に
際
し
て
、

必
要
事
項
を
報
告
す
る
時
の
参
考
に
写
し
た
も

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
近
江
屋
嘉
右
衛
門

が
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
　
に
組
織
し
た
丸
嘉

講
の
も
の
を
写
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
信
心
の

際
の
備
え
物
と
礼
拝
の
仕
方
を
記
し
、
続
い
て

富
士
登
山
・
参
詣
の
行
程
を
詳
し
く
記
し
て
い

ま
す
。
文
中
の
文
字
、
「
参
明
藤
開
山
」
は
富

士
山
を
称
え
る
言
葉
、
「
楠
僻
大
観
妙
王
」
は

唱
え
る
呪
文
で
す
。

ま
た
、
『
雛
型
大
匠
手
鑑
』
　
（
享
保
六
年
・

一
七
二
一
）
な
ど
大
工
関
係
の
多
数
の
和
本
が

あ
り
ま
す
。
建
築
の
木
組
な
ど
職
人
の
す
ぐ
れ

た
工
法
が
図
形
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

上F番匠秘事雛勤明治20年　　「（参明藤開山伝心致方二付巨細中上捜）」江戸時代

下「（大工親矩尺集）」明治16年
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ネ
河
村
社
官
膚
鶴
の
鼻
豆
や
哀

文
化
財
保
護
推
進
員
　
中
村
理
行

●
里
帰
り
の
神
事

晴
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
九
日
（
日
）
、
三
年

に
一
度
の
お
浜
井
戸
里
帰
り
神
事
が
、
練
馬
区

氷
川
台
四
丁
目
の
氷
川
神
社
で
行
わ
れ
た
。
神

輿
の
道
中
と
な
る
石
神
井
川
畔
に
は
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
桜
が
満
開
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
。

お
里
帰
り
と
称
す
る
こ
の
神
事
は
、
神
輿
の

行
列
が
氷
川
神
社
を
宮
立
ち
し
て
、
神
社
の
発

祥
地
で
あ
る
お
浜
井
戸
（
昔
こ
の
辺
り
は
石
神

井
川
が
入
江
の
よ
う
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
こ

ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
か
）
に
向
か
っ
て

神
幸
す
る
。
そ
の
道
中
で
歌
わ
れ
る
の
が
「
神

輿
渡
御
の
御
供
道
中
歌
」
　
（
区
登
録
文
化
財
）

で
あ
る
。

お
浜
井
戸
で
は
、
神
輿
の
前
に
祭
壇
が
設
け

ら
れ
、
お
祓
と
祝
詞
奏
上
の
神
事
が
あ
る
。

そ
の
後
に
、
宮
宿
鶴
の
舞
保
存
会
（
代
表
・

風
祭
茂
さ
ん
）
に
よ
る
子
孫
繁
栄
五
穀
豊
餞
を

祈
願
す
る
獅
子
舞
と
雌
雄
二
羽
の
鶴
の
舞
が
演

じ
ら
れ
る
。
氷
川
神
社
に
帰
還
し
て
祭
礼
は
終

わ
る
。
実
に
素
朴
で
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
。
昔

は
、
こ
の
夜
に
氷
川
神
社
の
拝
殿
で
田
遊
び
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
今
は
な
い
。

●
道
中
歌
の
詞
章

神
輿
渡
御
の
道
中
歌
は
、
口
伝
に
よ
る
も
の

な
の
で
、
も
と
も
と
意
味
不
明
の
詞
章
が
多
く

難
解
で
あ
る
。
そ
れ
が
平
成
四
年
に
詞
章
の
一

部
が
手
直
し
さ
れ
た
と
い
う
。

練
馬
郷
土
史
研
究
会
の
平
野
実
先
生
が
、
昭

和
三
五
年
二
月
に
発
行
し
た
ガ
リ
版
印
刷
の

『
郷
土
史
研
究
ノ
ー
ト
5
練
馬
氷
川
神
社
田
遊

歌
詞
』
に
よ
れ
ば
、
道
中
歌
の
詞
章
は
五
章
か

ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
章
と
第
四
章
を
挙

げ
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
さ
か
き
ぽ
ん
や
　
ま
つ
か
や
　
な
み
の
追

風
さ
は
い
風
　
や
よ
が
り
ょ
そ
ん
よ

一
、
と
っ
と
ふ
ん
み
　
か
ま
だ
ん
が
橋
の
　
下

よ
く
ん
わ
　
こ
い
や
ふ
な
か
　
あ
あ
や
の
こ

ど
も
か
　
や
よ
が
り
ょ
そ
ん
よ

お浜井戸での「鶴の舞」

た
嚇
し
言
葉
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

松
脂
を
松
の
精
と
見
立
て
、
亀
を
長
寿
の
精

と
見
立
て
て
、
千
寿
万
歳
の
祝
意
を
謡
う
「
松

暁
子
能
」
に
、
お
浜
井
戸
里
帰
り
道
中
歌
の
難

解
な
詞
葦
を
解
釈
す
る
手
掛
か
り
を
兄
い
だ
す

こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

道
中
歌
「
や
よ
が
り
ょ
そ
ん
よ
」
は
「
い
や

尤
も
な
こ
と
に
侯
」
と
同
調
す
る
掛
け
声
と
解

釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
第
四
章
の
道
中
の
橋
の
詞
章
に
つ
い

て
は
、
さ
き
に
萩
原
龍
夫
先
生
が
『
武
蔵
野
』

誌
上
で
中
世
の
詞
章
と
指
摘
さ
れ
、
語
意
の
解

釈
を
さ
れ
て
い
る
が
「
や
よ
が
り
ょ
そ
ん
よ
し

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

現
在
で
は
、
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

一
、
（
宮
立
ち
）

さ
か
き
ぽ
ん
や
　
ま
っ
か
ー
や
1
な
み
の

追
風
さ
む
い
風
　
や
ど
が
り
ょ
さ
ん
よ

一
、
（
道
中
の
橋
の
上
）

と
う
と
ふ
ん
み
　
か
ま
だ
ん
が
ー
橋
の
　
下

を
み
ん
よ
　
こ
い
か
ー
や
ー
ふ
な
か
　
あ
あ

や
の
こ
ど
も
が
　
や
ど
が
り
ょ
さ
ん
よ

詞
章
の
手
直
し
は
、
宮
宿
鶴
の
舞
保
存
会
が

歌
い
易
い
よ
う
に
と
考
え
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
が
、
中
世
詞
葦
の
旧
態
を
損
じ
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
の
は
、
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う

か
。

●
詞
章
の
解
釈

熊
本
県
菊
池
市
菊
池
神
社
に
伝
わ
る
国
選
択

無
形
文
化
財
「
松
喋
子
能
」
に
、

松
や
に
や
に
　
小
松
や
に
や
に
　
松
が
上
に

こ
そ
　
と
み
（
富
）
や
ま
し
ま
す
　
し
ら
げ

も
ば
ら
り
　
ま
し
ら
げ
も
ば
ら
り
　
岩
根
が

上
に
亀
遊
う
だ
り
　
や
よ
う
が
り
も
そ
う

や
よ
う
が
り
も
そ
う

と
い
う
詞
章
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
し
ら
げ
」

は
白
米
の
こ
と
を
言
い
、
「
ま
し
ら
げ
」
は
精

白
米
を
指
し
て
い
る
。
結
句
の
「
や
よ
う
が
り

も
そ
う
」
は
、
「
や
よ
」
は
呼
び
掛
け
の
詞
で

「
が
り
」
は
、
「
げ
に
あ
り
」
の
省
略
語
と
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
結
句
の
語
意
は
「
い

か
に
も
全
く
そ
う
だ
」
と
前
句
の
祝
頑
を
受
け
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